
江
の
口
川
に
想
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
井 

嘉
信 

一
、 

は
じ
め
に 

 

江
の
口
川
は
、
高
知
の
旧
市
街
地
を
旭
地
区
よ
り
高
知
城
の
北
側
を
経
て
、
東
へ
向
か
い

国
分
川
…
紀
貫
之
ゆ
か
り
…
に
合
流
し
浦
戸
湾
に
至
る
。
…
幅
二
百
㍍
、
長
さ
十
㎞
か
な
… 

南
は
鏡
川
…
長
く
綺
麗
…
。 

 

幼
少
時
（
四
歳
～
十
歳
）
、
家
が
地
球
三
十
三
番
地
の
す
ぐ
南
に
あ
っ
た
。
親
が
林
業
…

山
か
ら
樹
木
を
切
り
出
し
…
二
ヶ
所
の
製
材
所
で
建
築
材
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
…
兄
弟
三

人
で
手
広
く
や
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
…
櫓
で
漕
ぐ
舟
（
三
人
乗
り
）
を
造
っ
て
も
ら
い
、

僕
の
遊
び
道
具
で
も
あ
り
、
生
活
の
一
部
で
し
た
。
（
帆
も
張
れ
ま
し
た
） 

 

ロ
ー
プ
で
束
ね
た
材
木
の
上
を
跳
び
、
川
に
ド
ブ
ン
（
ふ
ん
ど
し
で
）
、
泳
ぎ
ま
し
た
。 

 

二
、 

生
活 

 

母
と
二
人
で
舟
で
布
師
田
（
一
宮
の
近
く
）
ま
で
行
き
、
田
を
借
り
、
田
植
え
、
草
取
り
、

虫
取
り
、
秋
に
は
穂
を
刈
り
、
束
ね
て
干
す
…
後
は
百
姓
の
人
に
米
（
玄
米
）
に
…
家
の
横



に
二
十
坪
程
の
畠
を
母
が
作
る
…
エ
ン
ド
ウ
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
キ
ビ
）
、
南
キ
ン
（
カ

ボ
チ
ャ
）
、
イ
モ
、
大
根
、
ナ
ス
…
季
節
に
合
わ
せ
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
ま
た
。
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
い
玉
子
も
と
れ
、
母
自
慢
の
玉
子
焼
き
…
今
で
は
自
分
で
作
り
…

食
べ
る
物
に
は
当
時
に
し
て
は
あ
ま
り
不
自
由
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

三
、 

遊
び 

（
イ
）
し
じ
み
貝
取
り
…
江
の
口
川
の
東
、
国
分
川
と
の
合
流
点
で
小
さ
な
バ
ケ
ツ
一
杯
分

を
一
時
間
足
ら
ず
で
取
れ
ま
し
た
。 

（
ロ
）
エ
ビ
、
ウ
ナ
ギ
…
柴
木
、
竹
を
く
く
り
川
に
つ
け
る
、
ミ
ミ
ズ
を
と
り
袋
に
入
れ
て

お
く
、
時
間
（
二
～
三
時
間
）
を
み
て
大
き
な
ア
ミ
を
下
に
入
れ
引
き
上
げ
る
…
一
回
で
エ

ビ
、
ウ
ナ
ギ
が
よ
く
取
れ
ま
し
た
。 

（
ハ
）
カ
ニ
（
エ
ガ
ニ
）
…
夜
カ
ン
テ
ラ
を
灯
し
舟
で
石
垣
沿
い
に
探
す
、
目
が
光
る
、
カ

ナ
ツ
キ
を
刺
し
て
取
る
…
オ
イ
シ
イ
… 

（
ニ
）
ヤ
ゼ
（
黒
い
手
長
エ
ビ
）
取
り
…
朝
、
潮
の
引
き
を
見
て
石
垣
か
ら
出
て
く
る
の
を

エ
ビ
玉
で
す
く
う
…
学
校
へ
行
く
前
…
尾
か
ら
そ
ろ
り
と
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
す
く
う
、

ス
リ
ル
が
あ
り
ま
し
た
よ
。 

 



三
、 

戦
災
…
終
戦
の
「
玉
音
放
送
」
を
大
杉
で
聞
き
ま
し
た
… 

七
月
の
空
襲
で
旧
市
街
は
大
部
分
が
焼
け
野
原
に
、
江
の
口
川
も
真
っ
赤
に
燃
え
た
…
焼

夷
弾
と
人
の
血
…
僕
た
ち
家
族
も
防
空
壕
よ
り
飛
び
出
し
、
花
火
に
染
ま
る
よ
う
な
空
の
下

を
江
の
口
川
を
北
に
一
文
橋
を
渡
り
避
難
し
ま
し
た
。 

 

四
、 

南
海
地
震
…
津
波
と
江
の
口
川
… 

 

母
と
二
階
か
ら
降
り
ら
れ
ず
押
し
入
れ
に
い
ま
し
た
。
父
は
近
く
の
家
が
壊
れ
救
助
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
江
の
口
川
に
か
か
る
橋
（
旧
北
新
町
）
の
す
ぐ
近
く
に
い
ま
し
た
。 

 

川
の
水
が
引
き
黒
い
川
底
が
見
え
る
程
で
し
た
。
川
が
怒
っ
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
「
ボ

ラ
」
や
「
フ
ナ
」
が
白
い
腹
を
見
せ
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

閑
話
休
題
…
近
況
を
少
し
… 

 

今
、
高
知
市
の
北
山
の
下
の
川
辺
に
住
ん
で
い
ま
す
（
裏
が
川
）
。 

○
朝
九
時
、
妻
と
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
出
勤
（
車
は
別
）
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ｅ
ｔ
ｃ
（
一
時
間
程
～
一
・
五
時
間
）
、
風
呂
で
汗
を
流
し
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
（
細
動
式
）
で
ホ
グ
し
て
終
わ
り
。 

 



○
ス
ー
パ
ー
に
寄
り
、
水
（
ピ
ュ
ア
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
…
蒸
留
水
…
）
を
四
㍑
…
ご
飯
を
炊
く

時
と
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
ｅ
ｔ
ｃ
…
私
の
当
番
で
す
。
七
人
分(

三
・
五
～
四
合
）（
娘
二
人
と
孫

三
人
）
米
は
仁
井
田
米
三
十
㎏
を
七
～
八
ヶ
。 

 

○
妻
が
家
庭
菜
園
ら
し
き
も
の
を
し
て
い
る
の
で
「
水
当
番
」
が
私
の
仕
事
で
す
。
（
鉢
、

プ
ラ
ン
タ
ー
、
庭
木
、
ｅ
ｔ
ｃ
）
二
十
分
程
度
、
夏
は
朝
。
夕
に
や
る
。 

七
月
な
の
に
バ
ラ
（
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
）
ピ
ン
ク
色
二
輪
、
ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ
ン
紅
色
が
四

輪
咲
く
。
「
四
葉
」
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
鉢
ー
市
販
さ
れ
て
い
る
ー
「
五
葉
」
を
孫
が
見
付
け

る
。 

 

○
蝉
が
朝
早
く
か
ら
鳴
き
ウ
ル
サ
イ
！ 

今
年
は
「
ミ
ン
ミ
ン
」「
ジ
ー
ジ
ー
」「
ガ
ー
ガ
ー
」

多
種
に
聞
こ
え
ま
す
。
夏
も
盛
り
で
す
が
、
少
し
疲
れ
気
味
。
蝉
し
ぐ
れ
と
妻
は
云
う
。 

 

（
註
）
七
人
家
族
…
僕
ら
二
人
、
長
女
と
子
供
二
人
、
次
女
と
孫
娘
。 

 
 

 

五
時
頃
次
女
の
孫
娘
の
迎
え
も
仕
事
で
す
（
車
で
十
分
程
） 

  



  


